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◆写真提供／山梨県立博物館、東武博物館、阪急電鉄株式会社、山梨県立盲学校、個人蔵
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/ 午前9時～午後5時（入館は4時30分まで）
/ 毎月第2・第4火曜日 12月29日～1月3日（その他臨時に休館する場合があります）
/ 無料
/ 甲府市丸の内一丁目6番1号　山梨県庁舎別館2階
/ TEL 055-231-0988　FAX 055-231-0991
  https://www.pref.yamanashi.jp/ykj/index.html

●入館の際には、庁舎入口での手指消毒および
　館入口での検温等、新型コロナウイルス感染
　拡大防止対策にご協力ください｡

●当面の間は土・日・祝日のみの開館です。
　最新の情報はホームページでご確認ください。

※

※正しくは「㓛刀」ですが、便宜上「功刀」と表記しています。



山梨近代人物館 第12回展示

「文化」とは私たちにとってどんなものでしょう。
知る喜びそのものであったり、さまざまな知的財産の拠りどころであったりもするでしょう。

山梨県には、芸術や教育、学術研究など、「文化」を創造し育んできた先人たちが数多くいます。
山梨近代人物館では、文化を次世代へと継承する施設である県立博物館の開館15周年に合わせ、

郷土山梨の文化の発展に貢献した人 を々ご紹介いたします。

文化を創造する
近代という時代は、新たな知識や情報にあふ
れ、新しいライフスタイルや余暇の楽しみが登
場した時代でした。近代社会において、新た
な文化を創造した先駆者
たちは、人々が生き抜い
ていくためのしるべとなる
知識を広げ、生涯を豊か
にする楽しみを提案して
いきました。

甲州文庫扁額　中村不折筆（山梨県立博物館蔵）

甲府市役所

甲府市丸の内一丁目6番1号　山梨県庁舎別館2階
TEL 055-231-0988　FAX 055-231-0991
https://www.pref.yamanashi.jp/ykj/index.html

JR中央線・身延線甲府駅南口徒歩5分
乗用車の場合は、防災新館地下駐車場をご利用
ください（駐車無料）

美術館・文学館

甲府市役所

郷土山梨の文化の発展に貢献した人々
―県立博物館開館15周年―

現存する最古の地方紙「峡中新聞」
第一号（山梨県立博物館蔵）

宝塚少女歌劇第1回公演歌劇「ドンブラコ」
（『宝塚少女歌劇二十年史』より）

教育を広める
明治以降、学問や教育は近代社会で身を立
てるうえで必携のパスポート、という時代とな
っていきましたが、すべての人々が十分な教
育機会にあずかることができる状況には至り
ませんでした。山梨県では、学ぶ機会とその
道のりを多くの人々にもたらすため、教育界
以外からも先駆
的な活動に取り
組む人物を輩出
しました。

郷土文化を伝える

県立博物館15年のあゆみ
山梨県立博物館（笛吹市）は、「山梨の自然と人」の歴史を伝える博物館とし
て、平成17年（2005）10月にオープンし、
令和2年（2020）で15周年を迎えます。博
物館が収蔵する資料や成果は、多くの先
人たちが遺した郷土山梨の歴史や文化に
ついてのかけがえのない財産だと言えま
す。今回の山梨近代人物館の展示を通じ
て、郷土山梨の文化を発展させた人物た
ちの業績や思いに触れてみてください。

根津嘉一郎が寄贈したかつての県立図書館（「山梨県教
育会附属図書館新築記念」より　山梨県立博物館蔵）

女子教育に尽力した内藤満寿を描いた
「明治名婦百首」（山梨県立博物館蔵）

昭和26年（1951）11月の甲州文庫特別展示会の様子（山梨県立博物館蔵）
功刀亀内によってもたらされた豊かな郷土資料「甲州文庫」は、戦災の喪失感に沈む
山梨県民に大きな勇気を与えました。会場は根津嘉一郎が建築ごと寄贈した当時の
県立図書館（先々代／のちの県庁舎南別館）。開館10周年の平成27年（2015）夏季企画展「大化石展」

では歴代最多の利用者6万人達成。

「文化」とはあって当たり前、
なかなかその尊さを実感でき
る機会は少ないかも知れませ
んが、戦災や自然災害は私たちの社会の生命財産だけでなく、
「文化」の存続の危機としても立ちはだかってきました。激動の近
代という時代を経て、現在の私たちが郷土文化を享受できるの
は、「文化」を伝えるために尽力した人物たちの賜物であるとも言
えます。
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【背景写真】


